
工事名称 鐘撞堂横建物解体工事

工事場所 三原市本町三丁目

工事内容 鐘撞堂横建物及び付属倉庫を解体する。

[工事概要]

（1）住宅

　・木造平屋建て

　・床面積　65㎡

（2）付属倉庫

　・木造平屋建て

　・床面積　10㎡

準　　則 公共建築工事標準仕様書(建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編)、公共建築改修工事標準仕様書(建築工事

編・電気設備工事編・機械設備工事編)、建築物解体工事共通仕様書 （各 令和４年版　国土交通省官房官庁営繕部

監修）に基づき施工する。

関係法令等 本工事については、次の関係法令その他の規定等に基づき施工すること。

・建築基準法、同施行令、同施行規則

・消防法、同施行令

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律、同法施行令、同法施行規則

・労働安全衛生法、同法施行令、同法施行規則

・建設業法、同施行令、同施行規則

・建設工事公衆災害防止対策要綱

・石綿障害予防規則

・大気汚染防止法、振動規制法及び土壌汚染対策法

・建設工事に係る再資源化等に関する法律、同法施行令

・その他関係法令

疑義変更 　本設計図書は、設計の大要を示すものであり、詳細部等について技術的必要事項は明記なくとも完全に施工する

こと。

　施工に際して疑義が生じた場合、または軽微な変更を必要とする場合には、速やかに監理者と協議後、監督員の

指示により施工すること。ただし、これらに於いて請負金額の増減はなきものとする。

提出書類 　施工に先立ち、工事工程表、仮設計画図及び監督員の指示する書類を提出し、監督員の承認を受けること。

　商品名及び製造者名が記載された材料については、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する

場合は、監督員の承諾を受けること。

　設計図書に定める品質及び性能を有することについて、証明となる資料を提出して監督員の承諾を受けること。

工　　期 　本工事は請負契約締結の後、令和6年9月5日をもって工期とする。

　このうち検査期間として13日間を見込んでいる。

留意事項 ・入札に先立ち、現地調査を十分に行うこと。質疑がある場合は入札前に確認すること。

・図面について、設計者からの設計意図等の説明が必要な場合は申し出ること。

・図面に明示されていない事項であっても、工事上必要とされる事は工事範囲とする。

・行政機関の休日に関する法律（昭和63年法律第91号）に定める行政機関の休日に工事の施工を行わない。ただし、

　あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。

・本工事は「三原市週休２日工事等実施要領」（令和６年４月１日制定）の対象工事とする。

・工事着手前までに「週休２日工事」または「週休２日交代制工事」に取り組むことを工事打合せ簿にて提出する

　こと。

特　記　仕　様　書
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・「週休２日工事」または「週休２日交代制工事」である旨を工事現場に設置すること。

・週休２日を達成できなくなった場合は、その達成状況に応じて労務費の補正額を減額する。

・デジタル化を積極的に推進すること。

・着手にあたり、工事着手前の周辺道路や近隣敷地の状況を写真等により記録しておくこと。

・近隣住民等の安全はもとより、丁寧な説明と施工により、関係者の理解と協力を得ながら実施すること。苦情等

　が発生した場合には誠意をもってこれに対応すること。

・近隣において、その他の工事が行われている場合は、取り合い工事及び工程等の調整を行うこと。

・近隣住民等への支障を最小限とするため、騒音・振動・粉塵等の対策については最大限配慮した施工方法を採用

　すること。

・使用する建設機械については、原則、「低騒音型、低振動型建設機械」として国土交通省の指定を受けた機械を

　選定して使用すること。これが確認できる資料を施工計画書で示すこと。なお、事情により使用が難しい場合は

　監督員との協議を行うこと。

・解体工事・アンカー工事等の騒音・振動・粉じん等の発生が予想される工種については、施工時間及び施工方法

　等を最大限配慮した計画により作業を行うこと。

・粉塵の発生が予想される工事は、確実に散水を行う等して、周辺環境への粉塵飛散がないように作業をすること。

・施工箇所周囲の備品・機器等については、粉塵対策として養生及び清掃等を確実に行うこと。養生や移動を行う

　場合は、事前に施設管理者または所有者に連絡すること。

・近隣家屋・敷地または周辺道路に対して、工事による汚れ・損傷・粉じん等を与えた場合は、受注者が責任をも

　って、速やかに清掃及び補修等を行うこと。誠意をもって対応し、原状復旧に努めること。

・周辺道路の保全及び清掃については常に注意を払って監視をし、定期的に清掃を行うこと。

・第三者災害防止及び飛散防止対策のために、必要に応じて監督員が指示する範囲にバリケード等を設置すること。

・交通誘導員は本工事で見込んでいる。実施数量が設計数量に満たない場合は設計変更（減額）の対象とする。

・工事車両の通行については、近隣住民及び通学児童等の安全を最優先すること。

・工事車両は、幅員の広い道路の通行を基本とし、住宅地内などの狭い道を抜け道として使用しないこと。工事車

　両の周辺の通行経路については、工事着手前に発注者の了承を得ること。

・工事区域内の残置する設備配管・配線等については、事前に位置を確認してから作業を行うこと。事前調査記録

　を作成すること。

・工事中の雨水・湧水・洗浄水等の排水については、ノッチタンクによる汚泥等の処理を行う等した上で、適切に

　排水すること。定期的にpHを測定し、必要に応じて中和を行うこと。

・受注者事務所、休憩所及び便所等は関係法令に従って設けること。

・仮囲い、足場、山留、型枠支保工、構台等の仮設については、施工者が計算により責任を持って決定し、計画通

　りに施工すること。仮設設置期間は日常点検を行い、記録に残すこと。

・図面等に示されている仮設等についても、必ず受注者で安全性や施工性等を検証すること。受注者が責任をもっ

　て施工すること。

・足場設置期間中は、シート等の飛散が無いように定期的に点検を行うこと。

・台風等の強風等異常気象が見込まれる場合は、事前に足場等の養生シートを折りたたむなど対策を施すこと。ま

　た、必要に応じて現場巡視と災害防止対策を行うこと。

・足場については、交差筋交い及び外部シートとは別に、高さ15センチメートル以上の幅木を外部・内部の両側に

　設置すること。（※労働安全衛生法の基準以上の足場とし、安全に配慮する。）

・外部足場等に過剰な宣伝広告はしないこと。

・工事に係る電気、水道及び下水道料金等は受注者の負担とする。

・工事の要求に必要な仮設は、工事に含むものとする。

・石綿含有建材の調査（書面及び目視調査、検体採取を含む）について、工事着手前までに一般建築物石綿含有建

　材調査者、又は特定建築物石綿含有建材調査者が行うこと。

・工事着手前までに石綿含有建材の事前調査結果を書面にまとめて発注者に対し説明を行い、労働基準監督署及び

　所轄官庁へ報告すること。

・その他石綿の飛散防止等については、改正大気汚染防止法及び施行令（令和3年4月1日施行）に基づくこと。

・石綿含有分析調査は試料採取と分析調査費を含む。分析は定性及び定量（JIS A 1481-1及びJIS A 1481-3による。

　含有の場合は、含有する層の判定も行う。）について1検体を見込んでいる。

・石綿則に基づく事前調査のアスベスト分析マニュアル(最新版)に基づくこと。

・家電リサイクル法又はフロン排出抑制法に関係する機器等の処分については、当該法律に基づき適正に行うこと。

・仮使用申請、道路使用、道路改築申請等の工事に必要な各種手続きは、受注者の負担により遅滞なく行うこと。

・その他、工事に伴う官公庁等への手続きは、受注者により遅滞なく行うこと。この時、各種申請手数料等が発生
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　した場合は受注者の負担とする。

・近隣工事の完成時期に合わせ、６月中旬以降に現地での工事着手となるよう計画すること。
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鐘撞堂
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既設池　撤去・埋め戻し（t=300㎜）

※三原市教育委員会が管理しており、確実に養生して作業を行うこと。

既設ワイヤメッシュ・フェンス（既存のまま）

ワイヤメッシュ　新設　S＝5㎡

建物内・外　残置物　撤去・処分
解体後　鋤取り・埋戻しの上、整地（t=100㎜） 看板（※）



鐘撞堂

解体建物を示す

仮　設　計　画　図　A＝1/100
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鐘撞堂

解体建物を示す

給　水　設　備　図　A＝1/100
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工　事　名　称 鐘撞堂横建物解体工事

工　事　場　所

［工　事　概　要］

用途,構造,面積

工　事　範　囲

別　途　工　事

工　　　　　期 契約締結日の翌日 ～ 令和6年9月5日

一　般　事　項

　《 工事予算内訳 》

区　　　　　分 概　　　　　要

設　計　金　額

消　費　税　額

合　計　金　額

無　し

合　計　金　額

〈内　　　　　訳〉

金　　　　　額

参　考　数　量　書

三原市本町三丁目

住宅，木造平屋，延床面積75㎡

解体工事一式



工事費内訳

直接工事費      

建築工事        
1   

式
機械設備工事    

1   
式

計

共通費          

  共通仮設費    
1   

式
  現場管理費    

1   
式

  一般管理費等  
1   

式
計

工事価格        
1   

式
消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％
式

工事費          
1   

式

調査基準価格
1   

式

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



工事費内訳

調査基準価格の100/110
1   

式

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



建築工事　科目別内訳

直接仮設        
1   

式
内部片付け      

1   
式

解体            
1   

式
地業            

1   
式

囲障            
1   

式
計

鐘撞堂横建物

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



機械設備工事　科目別内訳

給水設備        
1   

式
計

鐘撞堂横建物

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

単管一本足場    
掛払い          84   

㎡
養生シート張り  
掛払い          84   

㎡
運搬費          仮設材　単管足場、シート・ネット

類                              84   
㎡

計

鐘撞堂横建物 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

各具　撤去      積込共                          
10   

個
畳　撤去        積込共                          

18   
枚

布類　撤去      積込共                          
22   

ｍ3
廃材運搬費      布類                            

22   
ｍ3

廃材運搬費      木くず・畳                      
7   

ｍ3
処分費          布類                            

22   
ｍ3

処分費          木くず                          
3   

ｍ3
処分費          畳                              

4   
ｍ3

計

鐘撞堂横建物 内部片付け

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

屋根　解体      
65   

㎡
建屋　解体      付属倉庫共                      

75   
㎡

内部造作材　撤去
65   

㎡
廃材運搬費      木くず                          

17.2 
ｍ3

既設池　撤去    モルタル部　ハンドブレーカー    
0.4 

ｍ3
すきとり        深さ10cm                        

5.9 
ｍ3

積込            土壁・すきとり土                
14.9 

ｍ3
廃材運搬費      土壁・すきとり土                

14.9 
ｍ3

廃材運搬費      瓦等                            
8.4 

ｍ3
廃材処分費      木くず                          

17.2 
ｍ3

廃材処分費      瓦等                            
8.4 

ｍ3
廃材処分費      壁土・土砂                      

14.9 
ｍ3

計

鐘撞堂横建物 解体

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

整地            
145   

㎡
埋め戻し        真砂土、転圧共                  

ｔ＝100㎜                       14.5 
ｍ3

計

鐘撞堂横建物 地業 地業

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



建築工事　細目別内訳

囲障　新設      ワイヤメッシュ                  
線径φ＝2.6㎜　100角            5   

㎡
計

鐘撞堂横建物 囲障

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



機械設備工事　細目別内訳

根切り          
3   

ｍ3
給水引き込み管  分岐プラグ止め                  
撤去・処分      VLP50×φ20㎜                   1   

か所
埋戻し          人力　入替                      

3   
ｍ3

残土処分        運搬・搬出処理                  
3   

ｍ3
ｱｽﾌｧﾙﾄ切断      ｔ＝5cm×15ｍ                   

影響部共                        1   
式

ｱｽﾌｧﾙﾄ仮舗装    ｔ＝3cm　1.6≦Ｗ≦2.4           
3   

㎡
ｱｽﾌｧﾙﾄ本舗装    ｔ＝5cm　1.6≦Ｗ≦2.4           

6   
㎡

路盤工          ｔ＝15cｍ                       
3   

㎡
運搬費          

1   
式

申請手数料      
1   

式
計

鐘撞堂横建物 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



共通仮設費(積上)　明細

仮囲い          成形鋼板　H＝2.0ｍ              
期間1ヶ月                       7.1 
運搬費・建払い手間共            ｍ

耐候性大型土嚢  φ＝1,100㎜                     
5   

枚
鉄板敷き        ｔ＝22㎜                        

期間1ヶ月                       9.9 
運搬費・掛払い手間共            ㎡

アスベスト分析調 定性・定量                      
査              1   

検体
交通誘導員      

22   
人

計

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考



現場管理費(積上)　明細

家電ﾘｻｲｸﾙ料     冷蔵庫2台　室外機1台            
1   

式
計

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考


